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鈎虫保有者と疾病発生との関係について

志々日 亨

岡山大学医学部第一内科教室（主任小坂淳夫教授）

（昭和 33年 12月22日受領）

特 別 塙載

人体に鈎虫が寄生する場合における病害については寸

くから多数の学者によって調査されているところであっ

て，病害の程度によって鈎虫症と鈎虫 Carrierとに分け

られている。しかし何れの場合においても症状は貧血，

循環器障害，消化器症状， 栄養障害，神経系症状などで

ある。われわれは今日まで鈎虫が寄生してとれらの症候

をみとめると，鈎虫症という一つの独立疾患として取扱

って来た。しかし近年，疫学調査が広く行なわれたとと

により，鈎虫症としての症状が明らかでない鈎虫の小数

寄生者すなわ~ Carrierが非常に多いととが判明して来

た。とのような Carrierの間て，鈎虫が寄生することに

よって，どく軽度な他の俣病要因と作用しあって人の健

康を阻押する面もあろうと考えられる。今回，著者は’店

iii主県北諸県郡山之口村において住民の集団検便，同駆虫

々：施行したのを機会に，との問題にふれてみたのでその

成績を報告する。

調査方法

対象者は昭和31年8～10月に実！出した集団検便，同.m区

虫に参加した村民のなかで閏民健康保険に加入している

3322名て，15歳以下を小児，16歳以上を成人とした。疾

病は駆虫前年として昭和30年8月から31年7月までと，

駆虫翌年として31年11月から32年10月までの牙を，国民

保険の診療請求古から調査集計した。検便法は被検者全

員に対して飽和食塩水浮説法を施行した。寄生鈎虫の種

別，寄生数により当然差があると考えられ，また他の寄

生虫の混合感染如何も問題となるが，木調査では鈎虫保

有者（陽性者〉と非保有者（陰性者〉の比較を試みた。

TORU SHISHIME : The connection of Ancy losto-

ma-carriers and the outbreak of diseases (Depart-

ment of Internal Medicine, School of Medicine, 

Okayama University) 
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成績

1) 集団検便施行の前年翌年における擢病率，治療日

数，治療点数の比較

集団検便受検者を前年は陰性者と陽性者との 2群に分

け，翌年は陰性者と陽性者とに牙け，さらに陽性者を集

団駆虫参加者と同不参加者に好け，モれぞれの擢病状態

を比較すると第1,2, 3表の如くであった。擢病率は前

年ては小児，成人ともにむしろ陰性者が陽性者より高率

であったが，翌年ては駆虫不参加の陽性者が陰性者およ

び駆虫参加陽性者に比較して，小児， 成人とも高率を呈

した。治療日数は前年翌年とも各群の聞に相違がみられ

ず，診療点数は前年ては成人の陽性者が陰性者より大で

あったが，翌年ては概して差がみられなかったョ

2) 集団検便施行の前年翌年における病類別擢病率 ・

治療日数の比較

a) 擢病率 ：全員について陽性者 ・陰性者の病類別催

病率を調査すると活4表の如くて，前年ては哨息，馬頭

部， 腸Jill痛， 胃~~苦， 胃疾患， 跨1光炎， 妊娠異常，心臓

疾患， および貧血症などが陽性者に高率の傾向がみら

れ， 高血圧症はむしろ低率であった。 翌年になると肺

炎，瑞息，腸店痛，胃疾患，神経痛，ロイマチス，湿疹，

j毘脱炎などが.%G虫不参加陽性者に高率の傾向がみられ，

高血圧は低率を示した。

成人の場合（第5表〉は前年ては胃荏翠，胃疾患，妊

娠異常などが陽性者に高率の傾向がみられる。翌年ては

時息，腸厄l痛，胃疾患、，神経痛，跨脱炎が駆虫不参加の

陽性者に高率の傾向を示した。 小児の場合〈第6表〉は

駆虫不参加の陽性児が翌年の感冒，湿疹，腎臓炎などの

発生に高率を呈した。

b) 治療日数 ：第7'8, 9表に示した如くであるが，

一般に差がみられないようであった。た三消化器疾患に

おいて前年，翌年とも陽性者に治療日数が延びる傾向が
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前 年

第 1表 集団検便受検者の前年，翌年における同民保険受診扶態

翌

虫
者
一
%

駆
一

切
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一
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一
世
一
発
牛

陽
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一

融
不
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店

鈎虫陽性の
駆虫参加者

ν 調査発病 n/ 

月 人員件数 ；o

陰性者鈎虫陽性者陰性

誌査発：病 n/ 調査発病 n/ 調査発病
人員件数 ;;o 人員件数 /0 人員件数

者

小児 1310 526 40.2 567 175 30.9 1310 591 45.2 464 184 39.6 103 71 68.9 

成人 521 366 70.5 924 525 56.8 521 468 89.8 656 436 66.5 268 232 86.6 

計 1831 892 48. 7 1491 700 4 7. 0 1831 1059 57. 8 1120 620 55. 3 371 303 81. 7 

円リ 年

第 2表 集団検便受検者の前年，翌年における疾病治療日数

翌 年

鈎虫陽性の 鈎虫陽性の駆虫

駆虫参加者 不参加者

調査発病 n/ 調査発病 ゲ

人員件数 /0 人員件数 /0 

陰性者鈎虫陽性者陰性者

調査発病 。／ 調査発病 。／ 調査発J荷 。／

人員件数・ /0 人員件数 /0 人員件数 " 

小 児 526 1311 2.5 175 397 2.3 591 1377 2.3 184 393 2.1 71 155 2.2 

成人 366 1149 3.1 525 2035 3.9 458 1437 3.1 436 1404 3.2 232 741 3.2 

計 892 2460 2.8 700 2432 3.5 1059 2814 2.7 620 1797 2.9 303 896 3.0 

ーミ~

目リ 年

第 3表 集団検便受検者の前年，翌年における疾病治療に要した費用

翌 年

鈎虫陽性の 鈎虫陽性の駆虫
陰性者鈎虫陽性者陰性者 駆虫参加者 不参加者

調査治療 1人調査治療 1人調奄治探 1人制杢治療 1人調査治療 1人

人員点数：当 人員点数当り人員点数当り人員点数当り人員点数当り

小児 52617705 34 175 5678 33 591 23352 39 184 6228 34 71 2757 39 

成人 36617433 43 525 34993 67 458 29209 64 436 27448 64 243 12780 55 

計 89235438 40 700 40671 58 1059 52561 50 620 33976 55 303 15537 51 

あるように見受けられた。

考察

鈎虫保有者の催病状態については牟田口 Crn55）の報

告がある。氏は三池炭鉱の労務・者全対象に鈎虫の感染設

m：と疾病発生との関係を調査し， eggsper gram 1000個

以上の感染量となると擢病率が高くなり，急性胃腸炎，

感冒，神経痛などの疾患が多発し，やすいと述べてい

る。若者の調査では，附息が｜湯性者に多発しとくに成人

にその傾向が著しいととは，鈎虫の経円感染にl擦し端息

流感流行期間には鈎虫保有の小児にとくに多発している

が，とれら疾患には鈎虫による病害も関与しているもの

と考えられる。また高血圧症の出現は鈎虫保有者にはな

タトに少なかったが，鈎虫の不断の吸血と関係があるので

はなかろうか。

以上の如く当地方においては慨して鈎虫保有者の諸疾

患の多発傾向はみられなかったが，胃腸疾患，哨息，感

冒などの発生にはをの影響があるように思われた。

結 論

ょう症状を呈するとされているととろから興味がもたれ 昭和31年 8～10月，宮崎県北諸県郡山之口村において

る。成人の陽性者には消化器疾患が多発し， m和32年の 可及的全村民を対象に集団検便，同.~虫を行なったのて

( 91 ) 
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集団検便受検者の前年，翌年における』寵病状態
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集団検便受検成人の前年および翌年における擢病状態

病

年

鈎虫陽性駆
虫不参加者

発病 n/ 

件数 ;o 

9 

9 

33 

30 

3 

84 

3.4 

3.4 

12.3 

11 2 

1,1 

31.4 

鈎虫陽性駆
虫参加者

発病 n/ 

件数 ／官

12 

8 

74 

54 

12 

160 

陰性者

発病 n/ 

件数 ;o 

28 

1 

72 

61 

7 

169 

翌年

者
一

性
一
ダ

陽
一

虫

一
病
数

鈎
一
発
件

陰性者

発病 nノ

件数月

14 

月リ

第 5表

J3li 穎

1,8 

1 2 

11 3 

8,2 

1.8 

24.4 

5.4 

0 2 

13.8 

11.7 

1.3 

32.4 

2.8 

1.3 

5.5 

26、

12 

51 

2.7 

9.2 48 

炎

息

冒

感

痛

肺

哨

感

流

4

扇

呼

吸

1.5 

11.] 

14 

103 

1.0 

12.9 

F
h
u

庁

ipo 

頭

計
器

1.9 

6.3 

1.1 

13.8 

0.4 

23.5 

F
D
吋
J1

i
 

円
。
ヴ
’
1
i
n
J

円

。

氏

U

0.6 

3 2 

0.6 

0.6 

AA

－－

d
ι
τ
4
 

q
A
 

7.1 

1.2 

8.8 

1.2 

18.3 

37 

P
O

《

h
u
n
h
U
F
h
u

4

9

 

0.4 

2.7 

2.6 

1.0 

11.2 

4 

25 

24 

9 

103 

4.4 

1 7 

0.6 

6.7 

0.2 

13,6 

3

9

3

5

1

1

 

ワ

臼

円

。

円

i

痛

患

肇

炎

患

患

病

疾

症

垂

疾

疾

計

腸

腸

胃

虫

胃

肝

消

イじ

0.8 

5.8 

5 

38 17.9 165 器

7.5 

7.5 

20 

20 

4.9 

4.9 

32 

32 

5.4 

6.9 

28 

36 

4.5 

1,6 

42 

15 

6.9 

5.6 

36 

29 

神経痛

ロイマチス

神
経
系

1.1 

3.4 

1.5 

6.0 

3 

9

4
円

b
噌

i

1.1 

3.2 

2.3 

6.6 

7 

ーム

F
h
u

円

δ

2

1

4

 

1.2 

1.5 

0 4 

3,1 

6 

D
O

ヮ“

F
0

4
Eム

1.0 

3,6 

2.8 

7 4 

9 

円ο
n
b

円。

円
。
つ
臼
氏
U

1.9 

4 6 

3.8 

10.4 

10 

イ苛

A

U

A
斗品

。
山
ワ
臼

p
b

疹

疹

痴

膿痴疹その他

計

麻専

湿
皮

膚

泌
尿
生
殖
器

4.9 

0.7 

13 

2 

2.9 

2.7 

19 

18 

2 1 

1.0 

0.4 

3.5 

1

5

2

8

 

1
ム

司

i

2.8 

2.3 

0.1 

5.2 

P
O
オ

i

守

i

円

Hu

n

L

q

L

d

生

2.7 

1.5 

0.8 

5.。

4

8

4

6

 

1

i

n

L

 

炎

常

炎

庇

娠異

臓

計

跨

妊

腎

5.6 

結 0.4 

2.2 

2.6 

15 

1
4

氏
U

円

J

5.6 37 

1.2 

4.8 

6.0 

a
U
R
U

司

i

q
L

円。

0.2 

3,8 

4.0 

ヮ
“
戸
D
庁

4

3

3

 

18 

18 

炎

核

膜

結

計

肋

肺

1,1 

0.7 

3 

2 

0.2 

0.2 

4.7 

1.1 

0.5 

1 

1 

31 

7 

3 

8.8 

0.4 

1.7 

に
U
q
L
n
w
d

4
 

1.3 

1.0 

0.8 

12 

9 

7 

3.5 

3.5 

5.4 

1.0 

0.6 

0.2 

7.2 

28 

戸

D

3

1

i

げ

in
J
 

症

血

患

症

血

血圧

溢

臓疾

血

貧

計

高

脳

心

貧

脳

核

血

液

循

環

器

1.8 

そ

の

他

5 6.3 

0.6 

0.2 

7 2 

41 

4

1

7

 

d
吐

10.9 

0,8 

0.2 

2.5 

57 

Aιτ11
円。ーi

3.1 

1.8 

28 

17 2:7 

0,8 

1.9 

aせ
d

斗

A

A

U

噌

i

噌

i

症

気

他

虫鈎

脚

そ
0.4 

0.4 

1 

1 0.2 2 の

86.6 232 66.5 436 89.8 468 56.8 

( 93 ) 

525 70.3 366 計,6.ーロ



〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 2号248 

集団検便受検小児の前年，翌年におけ る』寵病状態

年

鈎虫陽性 鈎虫陽性駆
駆虫参加者 虫不参加者

発病 n/ 発病 n/  

件数・月 件数： -o 

陰性者

発病 。／

件数； a 

翌年

鈎虫陽性者

発病 n/ 

件数 /U 

陰 性者

発病 。／

件数 。

同U

第 6表

~fj 穎病

1.9 2 1 1 5 1,7 

0.1 

11.1 

15.1 

0.2 

28.2 

22 

1 

146 
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司
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4
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冒
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苦ま
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13 
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神
経
系 1.0 

膚

4.9 

1.9 
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11. 7 

1 

F
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F
h
d

ワ
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2 0 4 

2 0.4 
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円
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L
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d

庁
4

つU

円。
nδ

0.7 

3 0.5 
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10 1.8 
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疹
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器
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249 (1959）〕昭和 34年 4月

集団検便受検者の前年，翌年における病類別治療日数

病

年

鈎虫陽性の駆
虫不参加者

発病治療 1件
件数日数当

11 25 2.3 

9 31 3.4 

54 122 2.3 

50 96 1. 9 

3 6 2.0 

127 280 2.2 

7 J.4 

47 1.9 

鈎虫陽性の
駆虫参加者

発病治療 1件
件数日数当

56 

26 

229 

210 

39 

560 

一
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一
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1
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病
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年

鈎虫陽性者

発病治療 1イ牛
件紋日数：当

第 7表

円日

Bリ類
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陰性者

発病治療 1件
件数日数当
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〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 2号250 

集団検便受検成人の前年，翌年における病類別治療日数第 8表

年

鈎虫陽性の駆
虫不参加者

発病治療 1件
件数日数当

9 23 2.6 

9 31 3.4 

33 81 2.5 

30 61 2.0 

3 6 2.0 

84 202 2.4 

鈎虫陽性の
駆虫参加者

発病治療 1件
件数日数当

12 45 

8 26 

74 18ο 

54 109 

12 39 

160 399 

3.8 

3.2 

2 4 

2.0 

3.2 

2.5 

翌

陰性者

発病治療 1件
数回数当
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61 ] ] 7 
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4.5 
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発病治療 1件
件数日数当
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発病治療 1件
件数日数当
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251 (1956）〕昭和 34年 4月

集団検便受検小児の前年，翌年における病類別治療日数第 9表

年

鈎虫陽性の駆
虫不参加者
発病治療 1件
件数回数当

2 2 1.0 

鈎虫陽性の
駆虫参加者
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集団検便を実施した前年と翌年との被検者の曜病率，治

療回数，診療点数などを調査し，鈎虫感染が疾病発生に

およぼす影響を検討して次のような成績を得た。

1) 当地方の鈎虫保有者の擢病率，治療日数および診

療点数は非保有者に比して著しい相違はみられなかっ

た。

2) しかし鈎虫保有者には鴨息，消化器疾患，感冒な

どが多発的であり ，高血圧症の発生は少ない傾向が認め

られた。

御校閲を賜った小坂教授に厚〈感謝します．
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Summary 

From August to October in 1956, the author car-

ried out feacal examination and a ma田 treatment

for the inhabitants in Yamanokuchi-Village, Kita-

morokata・Gun,Miyazaki Prefecture. The author 

was able to investigate the attack rate, days of 

medi伺 ltreatment and the remedy fee, and so 

forth, of the examinees, for ranging over a nearly 

two years (1955-1957). Results obtained by st・

udying the influence of worm infection upon the 

outbreak of di配 aseswere as follows ・ 

( 1) No notable difference between ancylostoma-

carriers and non-carriers concerning the attack rate, 

the days of medical treatment and remedy fee was 

recognized. 

( 2) Ancylostoma-carriers are apt to contract 

asthma, dyspepsia, and in丑uenza, but they show 

a less frequency in outbreak of high blood pressure. 




